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常任委員会TOPICS区政史上初の問責決議可決

区民福祉委員会
左から／小林しょう副委員長・井上ひろき委員

放課後等デイサービスの受け皿確保について
放課後等デイサービスの利用件数が 5 年で 495 件から771 件
へ増加している一方、重症心身障害児の受け入れ施設が極めて
少ないといった課題が顕在化。いわゆる「放デイ難民」を生まな
いためにも、ニーズ調査の結果をあらたに策定される障害福祉総
合計画で活用することや、学校との連携強化等を区に求めました。

民泊新条例：駆け込み申請への厳格な対応
令和8年4月の新条例施行を前に急増する駆け込み申請に対し、
実態調査を含む厳格な審査を要求しました。地域を軽視した不誠
実な住民説明会の事例を挙げ、区側から区民に配慮した対応を
引き出しています。また、動画投稿や公式 LINE を活用した、騒
音などのトラブルに対する監視体制の強化も提言しました。

企画総務委員会
左から／大門しろう副委員長・堀よしあき委員長・坂井ユカコ委員

「墨田区公共施設等総合管理計画」等の改定について
公共施設管理の最上位計画となる今回の改定では、評価軸が
利用率や面積の客観データへと転換され、合理的な判断が可能
となった一方、地域の拠点としての役割など数字に表れない価値
の軽視も懸念されるため、単なる統廃合ではなく、民間活用や
DXによる稼働率向上など、具体的仕組みについて質疑しました。

政党機関紙の庁舎内勧誘行為の実態調査を求める陳情
同陳情について、3 回の継続審査を経て、賛成多数で採択され
ました。これは政治信条の自由を制限するものではなく、職場にお
けるハラスメントの未然防止と職場環境の改善につなげる取組み
です。今後、アンケート実施による実態把握と適切な対応が進む
よう注視していきます。

学校改築における温水洗浄機能付便座の全校設置について
学校改築の基本計画に関連して温水洗浄機能付き便座の全校
設置を要望しました。洋式化やコンセント整備、バリアフリートイレ
への温水洗浄便座設置の現状を確認し、その上で児童生徒の
衛生・心理面への配慮から通常トイレへの設置拡大を求めました。
教育委員会からは検討するとの答弁がありました。

子どもの体力向上と運動器の健康を守る取り組みについて
墨田区内の小中学校児童生徒を対象とした体力テストの結果で
は、中学生が、柔軟性・持久力で都平均もしくは全国平均を下回っ
ていました。運動不足による「子どもロコモ」の課題と運動過多
によるオーバーユース障害が併存する中、体力テストと運動器検
診を両輪に、専門家の知見を学校現場へ活かすよう提案しました。         

子ども文教委員会
左から／しもむら緑委員・福田はるみ委員長・稲葉かずひろ委員

有事の経済停滞を防げ、機動的な対策へ
次なる感染症有事において、区内経済への影響を最小化する新
たな行動計画が策定されます。コロナ禍で疲弊した事業者の教訓
を踏まえ、一律の制限ではなく、科学的根拠に基づく柔軟な対策
の切り替えを求めました。予測不能な自粛による損失を防ぐため、
平時から産業界と緊密な合意形成を図るよう強く訴えました。

助成額を大幅増額、燃えない・壊れない街へ
震災から命を守るため、不燃化の基本助成を210 万円から460
万円へ倍増させます。また、耐震助成を分譲マンション等の非木
造住宅へ拡大し、助成率も最大 9 割まで引き上げます。資材高
騰の中でも建替えを決断できる実効性ある支援を求めるとともに、
複雑な申請を支える伴走支援の強化を強く要望しました。

地域産業都市委員会
左から／あべよしたけ委員・佐藤篤委員・加藤ひろき委員
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所属議員紹介

日本共産党　村本ひろや議員に
対する問責決議を可決

墨田区議会は令和 8 年3月、村本ひろや議員（日本共
産党）に対し、議会運営を停滞させたとして「問責決議」
を賛成多数で可決しました。

［ 決議の背景と理由 ］
最大の要因は、議会が4か月以上かけて準備した「議員
研修会」への対応です。村本議員は調整の場で異議を
唱えなかったにもかかわらず、国政選挙初日となった研修
会当日に会派議員全員を揃って欠席させました。その後
の説明も「内容が価値判断に合わない」とするなど一貫
性を欠き、議会全体の信頼関係を著しく損なうものでした。
また、同会派議員による委員会での合意事項を覆す行
為も重なり、円滑な議会運営に支障を来しています。

［ 会派としての考え ］
議会における合意形成プロセスの軽視は、二元代表制
の一翼を担う議会への信頼を失墜させる行為です。我が
会派は、村本議員に対し猛省を促すとともに、今後も品
位ある真摯な議会運営を強く求めてまいります



266億
1,500万円

一般会計
1,559億2,600万円

245億
2,800万円

介護保険特別会計 国民健康保険特別会計

78億600万円後期高齢者医療特別会計

坂井ユカコ議員
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令和8年度一般会計予算案は、前年
度比9.0％増の1,559億2,600万円、
全会計合計で2,148億 7,500万円と
なりました。本予算は、未来を担う子
どもたちへの教育費（30.4％増）や、
安全なまちづくりのための土木費
（22.6％増）などに重点配分されていま
す。私たち自民党は、区民の皆様の
暮らしを守り、墨田のさらなる発展に向
け、今後も責任ある予算執行と施策
推進に全力で取り組んでまいります。

福田はるみ議員

動
画
は

コ
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江
戸
文
化
の
発
信
と

北
斎
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
に
つ
い
て

本
年
す
み
だ
北
斎
美
術
館
10
周
年
と
小
布
施
町
北

斎
館
50
周
年
と
い
う
節
目
を
好
機
と
捉
え
、
北
斎
を

軸
と
し
た
文
化
発
信
を
一
層
強
化
す
べ
き
と
考
え
る
。
観
光
振

興
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
間
の
相
互
理
解
や
関
係
人
口
の
拡

大
に
つ
な
げ
る
た
め
、
都
市
間
交
流
の
視
点
も
含
め
た
連
携

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
く
の
か
、
そ
の
具

体
策
を
問
う
。

区
は
、
記
念
式
典
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
パ
ネ
ル
展
、
館

長
の
相
互
訪
問
な
ど
連
携
企
画
を
展
開
し
、
北
斎
を

軸
に
江
戸
文
化
の
魅
力
を
国
内
外
へ
発
信
。
交
流
の
深
化
と

相
互
理
解
を
進
め
、
地
域
の
魅
力
向
上
と
交
流
人
口
の
拡
大

に
つ
な
げ
て
い
く
。

都
市
間
交
流
に
つ
い
て

長
野
県
小
布
施
町
と
の
友
好
都
市
30
周
年
、
台
東

区
と
の
姉
妹
都
市
50
周
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
る
中
、

文
化
・
観
光
に
加
え
人
材
交
流
や
教
育
、
防
災
な
ど
幅
広
い

分
野
で
交
流
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
特
に
台

東
区
と
の
50
周
年
に
向
け
て
は
区
民
参
加
型
の
大
規
模
な
取

組
も
期
待
さ
れ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
構
想
の
も
と
計
画
的
に

準
備
を
進
め
て
い
く
の
か
問
う
。

区
は
、
長
野
県
小
布
施
町
と
農
村
交
流
や
教
育
旅
行

に
加
え
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
や
首
長
対
話
を
実
施
予
定

で
あ
る
。台
東
区
と
は
隅
田
川
花
火
大
会
な
ど
節
目
を
活
か
し
、

回
遊
性
を
高
め
る
事
業
を
検
討
。
住
民
同
士
の
絆
を
深
め
、

交
流
の
輪
を
広
げ
地
域
発
展
に
つ
な
げ
る
方
針
を
示
し
た
。

持
続
可
能
な
行
財
政
運
営

次
世
代
に
責
任
あ
る
財
政
を

今
後
十
年
の
基
本
計
画
期
間
は
学
校
改
築
等
で
多
額

の
財
政
需
要
が
見
込
ま
れ
る
。
持
続
可
能
な
財
政
基

盤
の
確
立
に
向
け
、
税
制
改
正
に
伴
う
減
収
リ
ス
ク
へ
の
対
応

や
、
基
金
運
用
の
抜
本
的
な
手
法
見
直
し
、
透
明
性
確
保
の

取
組
を
問
う
。

税
収
偏
在
是
正
措
置
に
は
都
・
区
で
連
携
し
て
反
論

し
、
行
財
政
改
革
と
基
金
・
起
債
の
活
用
で
安
定
運

営
を
堅
持
す
る
。
基
金
運
用
は
額
を
百
六
十
億
円
規
模
へ
倍

増
さ
せ
、
専
門
家
の
知
見
を
導
入
。
運
用
状
況
の
ウ
ェ
ブ
公

開
に
よ
り
、財
政
の
透
明
性
と
信
頼
性
を
徹
底
し
て
確
保
す
る
。

行
政
資
源
を
効
果
的
に
活
用
す
る
た
め
、
民
間
委
託

を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
る
べ
き
だ
。
窓
口
改
革
や
オ
ン
ラ

イ
ン
化
を
全
庁
的
な
Ｄ
Ｘ
へ
波
及
さ
せ
る
と
と
も
に
、
デ
ジ
タ

ル
化
を
担
う
専
門
人
材
を
い
か
に
育
成
し
て
い
く
の
か
。｠

｠

業
務
の
「
選
択
と
集
中
」
を
断
行
し
、
効
率
化
と

サ
ー
ビ
ス
向
上
を
両
立
さ
せ
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
処

分
通
知
等
へ
拡
大
し
窓
口
を
抜
本
改
革
す
る
と
と
も
に
、Ｉ
Ｔ

資
格
取
得
助
成
な
ど
の
研
修
制
度
を
構
築
し
、
高
度
な
専
門

人
材
を
強
力
に
育
成
す
る
。

公
共
施
設
の
建
替
え
に
際
し
、
将
来
の
財
政
負
担
を

軽
減
す
る
多
様
な
整
備
手
法
を
検
討
す
べ
き
だ
。
仮

移
転
先
と
な
る「
タ
ネ
地
」の
確
保
や
未
利
用
都
有
地
の
活
用
を
、

次
期
基
本
計
画
に
明
確
に
位
置
付
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

施
設
特
性
に
応
じ
た
最
適
な
整
備
手
法
を
シ
ミ
ュレ
ー

シ
ョ
ン
し
、
財
政
負
担
を
抑
制
す
る
。
建
替
え
用
地

の
確
保
策
を
次
期
基
本
計
画
に
明
記
し
着
実
に
実
行
す
る
。

都
有
地
に
関
し
て
も
、
地
域
課
題
解
決
に
向
け
た
譲
渡
等
を

都
へ
粘
り
強
く
働
き
か
け
て
い
く
。

民
泊
対
策
の
強
化

区
民
の
生
活
環
境
を
守
り
抜
く

民
泊
の
急
増
か
ら
区
民
の
生
活
を
守
る
た
め
、
実
効

性
あ
る
運
用
が
不
可
欠
だ
。
専
門
組
織
の
構
築
や
、

条
例
施
行
を
待
た
な
い
前
倒
し
の
監
視
体
制
強
化
な
ど
、
区

長
の
断
固
た
る
決
意
と
具
体
的
対
策
を
問
う
。

区
政
の
最
重
要
課
題
と
し
て
厳
格
に
臨
む
。
副
参
事

三
名
を
配
し
た
「
民
泊
対
策
担
当
」
を
新
設
し
、
違

法
民
泊
通
報
サ
イ
ト
の
前
倒
し
開
設
や
専
門
職
員
に
よ
る
定

期
巡
回
を
迅
速
に
実
施
す
る
。
独
自
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
の
配
布
に

よ
り
、
規
制
の
実
効
性
を
完
全
に
担
保
す
る
。

家
庭
ご
み
有
料
化
に
つ
い
て

慎
重
な
議
論
を
堅
持

｠

家
庭
ご
み
の
有
料
化
は
、
区
民
負
担
や
不
法
投
棄

の
懸
念
か
ら
、
慎
重
に
検
討
す
べ
き
最
後
の
手
段
で

あ
る
。
本
区
の
認
識
と
、
二
十
三
区
全
体
で
の
議
論
の
方
向

性
を
問
う
。

戸
別
収
集
の
多
い
区
部
で
は
課
題
が
多
く
、
慎
重
な

議
論
が
必
要
だ
。
手
数
料
減
免
等
の
諸
課
題
に
つ
い

て
区
長
会
で
丁
寧
に
検
討
を
重
ね
る
。
あ
く
ま
で
区
民
の
十

分
な
理
解
を
得
る
こ
と
を
大
前
提
と
し
、
安
易
な
有
料
化
に

頼
ら
な
い
施
策
を
推
進
す
る
。

高
齢
者
支
援

健
康
寿
命
延
伸
と
見
守
り
強
化

シ
ル
バ
ー
パ
ス
や
補
聴
器
購
入
費
の
助
成
拡
充
、
老

人
ク
ラ
ブ
支
援
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
見
守
り
導
入
は
、
わ
が
会
派

の
提
案
で
あ
る
。
着
実
な
実
施
と
期
待
す
る
効
果
を
問
う
。

外
出
支
援
や
交
流
促
進
に
よ
り
、
孤
立
防
止
と
健
康

寿
命
延
伸
を
図
る
。
利
用
率
や
満
足
度
を
分
析
・
検

証
し
、
実
効
性
の
高
い
支
援
を
継
続
的
に
展
開
し
て
い
く
。

障
害
者
に
対
す
る
日
常
生
活

用
具
給
付
事
業
の
在
り
方
に
つ
い
て

本
事
業
で
は
、
原
則
と
し
て
「
障
害
者
専
用
に
開
発

さ
れ
一
般
に
広
く
普
及
し
て
い
な
い
も
の
」
を
対
象
と

し
て
い
る
が
、
昨
今
の
技
術
革
新
に
鑑
み
、
基
準
を
再
検
討

す
べ
き
。
例
え
ば
、視
覚
障
害
者
の
外
出
支
援
を
目
的
と
し
て
、

靴
に
小
型
デ
バ
イ
ス
を
装
着
し
ス
マ
ホ
で
目
的
地
を
設
定
す
れ

ば
、
振
動
で
進
行
方
向
を
知
ら
せ
る
ア
プ
リ
な
ど
が
登
場
し

て
お
り
、
本
事
業
と
の
親
和
性
が
高
い
事
例
と
考
え
る
。
ア

プ
リ
と
一
体
と
な
っ
た
ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
対
象
品
目

に
追
加
、
又
は
既
存
給
付
品
目
の
代
替
品
目
と
し
て
活
用
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
区
の
考
え
を
問
う
。

ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
等
に
つ
い
て
も
、
国
や
都
の

考
え
方
を
踏
ま
え
つ
つ
、
障
害
特
性
に
応
じ
た
利
用
ニ

ー
ズ
や
効
果
・
課
題
等
を
把
握
し
た
う
え
で
、
検
討
を
進
め

て
い
く
。他

自
治
体
で
は
、
複
数
の
支
援
用
具
の
機
能
を
ア
プ

リ
で
代
替
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
等

を
給
付
対
象
と
す
る
こ
と
で
、経
費
が
抑
え
ら
れ
た
例
も
あ
る
。

今
後
の
検
討
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
、
国
や
都
へ
の
働
き
掛
け
も
含

め
た
具
体
的
な
取
組
の
方
向
性
に
つ
い
て
、区
の
見
解
を
伺
う
。

来
年
度
策
定
す
る
障
害
福
祉
総
合
計
画
に
合
わ
せ
て
、

検
討
を
進
め
て
い
く
。
ま
た
、
国
や
都
に
対
し
、
日

常
生
活
用
具
の
新
た
な
基
準
策
定
、
障
害
者
向
け
ア
プ
リ
ケ

ー
シ
ョ
ン
等
利
用
助
成
制
度
や
、
区
の
単
独
事
業
費
用
へ
の
助

成
制
度
の
創
設
な
ど
を
要
望
し
て
い
く
。

小林しょう議員

動
画
は

コ
チ
ラ

新年度予算
を審議

TOPICS
令和8年度 予算総額

前年度 +139億5,000万円（6.9%UP）
2,148億7,500万円

加藤ひろき副委員長

坂井ユカコ委員

過去
最大額

［ 一般会計 ］
歳出合計

1,559億2,600万円

民生費
788億2,868万円

教育費
184億5,051万円

総務費
140億2,502万円

土木費
176億1,270万円

諸支出費 29億3,819万円

衛生費 62億7,806万円
資源環境費 52億3,587万円

区民生活費 89億9,010万円

産業観光費
26億4,729万円

議会費
7億1,959万円

あべよしたけ委員 

地域に寄り添った
学校改築計画に向けて
区内の小中学校の校舎の老朽化
に伴い、区では学校改築基本計
画が策定され進められている。
改築計画を進める中で、いろいろな可能性を考え、地
域と共に議論していく事が必要と進言。
とりわけ、２校の連携改築に至っては、学校自由選択
制度もある中で生徒の減少なども踏まえた慎重な議論
をしていく事を求めました。

責任ある財政と稼ぐ力で
安心安全な街づくり
税収増は将来の学校改築に蓄え
るなど、次世代に負担を残さない
強固な財政施策を提案。たばこ税
増収分（5 億円）、目的税では無いものの、喫煙・
非喫煙者双方が納得できる環境整備への活用を主張。
地域経済活性化へ、ふるさと納税に「区内飲食店で
使える電子券」導入を提言。離れた家族も安心な「見
守り機器」普及や、酷暑から子供を守る「学校プール
への遮光ネット」は今年度の設置が決定。

稲葉かずひろ委員

定住促進へ住宅施策の強化を提起

2035 年に到来する人口減少を見
据えた定住施策について質疑しま
した。特に子育て世帯の転出要因
である住宅の狭さに着目し、広い住戸の供給促進や区
内住み替え支援の必要性を指摘。併せて住宅マスター
プラン改定に際し、多様な世帯の意見を反映すること
を求めました。定住につながる住環境整備を強く提起し
ました。「すみだ良質な集合住宅認定制度」の認定要
件に広さの要件を追加するなど、住宅担当部署も転出
の課題解決に向けて具体的施策を打ち出しています。

 上流壊滅の危機、
自律型水源で命を繋ぐ
都の断水予測 47.7％に加え、浄
水場や送水ポンプが止まれば供給
は途絶えます｠。｠一部の公園にしか設置されていない現
状の貯水槽では、この「上流リスク」から全区民を守
るには不十分です｠。｠都のインフラに依存しきらない「自
律型水源」として、新鮮な水が循環する直結型貯水
槽を全区的に整備し、地域による「命の格差」を解
消するよう、区長の政治決断を強く迫りました｠。

予
算
特
別
委
員
会
に
て

新
年
度
予
算
に
つ
い
て
審
議

令和８年度予算には、安全・安心の確保、
子育て・教育環境の充実、高齢者福祉
の推進、地域活動への支援など、区民生
活に関わる施策が幅広く盛り込まれていま
す。会派としては、こうした方向性を評価し
賛成しました。その上で、持続可能な財政
運営や民泊対策、地域コミュニティ支援に
ついて、着実な取組を求めました。

あべよしたけ委員

福田はるみ委員長


